
いちごドリルプリント

慣用句(上級)プリント 月 日 名前

問1 後進に道を譲るため、彼は役職から（　）を引くことにした。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 手 2. 背 3. 身 4. 足

問2 「手が込む」を正しく使っている文はどれですか？
1. 忙しいので、もっと手が込んで仕事
をしてほしい。

2. 手が込んで疲れたので、少し休憩を
とることにした。

3. この料理は手が込んでいて、非常に
味わい深い。

4. 彼は手が込んでいて、なかなか本音
を言わない。

問3 「腰砕け」を正しく使っている文はどれですか？
1. 重い荷物を持って歩いていたら、腰
砕けになってしまった。

2. 意気揚々と議論を始めたが、反論さ
れて腰砕けになった。

3. 腰砕けの椅子に座ると、姿勢が悪く
なるので注意が必要だ。

4. 転んで腰砕けになり、病院へ運ばれ
た。

問4 「天秤にかける」の意味はどれですか？
1. 二つ以上の事柄を比較して、どちら
が良いか検討する

2. 重さを正確に測って、公平に分配す
る

3. 相手の出方をうかがって、自分の利
益を優先する

4. 二つの意見を戦わせて、勝敗を決め
る

問5 「身の毛がよだつ」を正しく使っている文はどれですか？
1. 暗い夜道で背後に気配を感じ、身の
毛がよだつ思いがした。

2. 美容室で髪を切りすぎて、身の毛が
よだつ仕上がりになった。

3. 冬の寒さで震えてしまい、身の毛が
よだつほどだった。

4. 驚きのあまり、身の毛がよだつほど
大きな声を出した。

問6 準備不足のまま（　）発車で事業を始めた。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 見極め 2. 見計らい 3. 見通し 4. 見切り

問7 最終的な判断は彼に（　）を預けることにした。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 足袋 2. 草履 3. 下駄 4. 靴

問8 「身を引く」を正しく使っている文はどれですか？
1. 彼は重い荷物を運ぶために、ロープ
を使って身を引いた。

2. 狭い通路で通行人のために、壁際ま
で身を引いた。

3. 綱引き大会で、チーム全員が力を合
わせて身を引いた。

4. 若手にチャンスを与えるため、ベテ
ランの彼は身を引く決意をした。

問9 「腕自慢」を正しく使っている文はどれですか？
1. 腕自慢の料理人たちが、自慢のレシ
ピを披露し合った。

2. 彼女は腕自慢の持ち主で、いつも高
価な時計を身につけている。

3. 彼は腕自慢なので、いつも力仕事ば
かりを任されている。

4. 腕自慢の私は、毎日欠かさず筋トレ
をして筋肉を鍛えた。

問10 「一杯食わす」を正しく使っている文はどれですか？
1. 一杯食わすのは大変だが、とても美
味しい料理だ。

2. お腹が空いたので、友人に一杯食わ
してもらった。

3. 一杯食わすために、大きな器を用意
した。

4. 偽の情報を流して、相手に一杯食わ
した。

問11 相手のミスを（　）にかかって激しく責め立てた。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 山 2. 峰 3. 嵩 4. 丘

問12 「顔向けできない」の意味はどれですか？
1. 恥ずべきことをして、相手に合わせ
る顔がないこと

2. 相手との関係が絶たれてしまい、会
う機会がないこと

3. 相手に対して非常に怒っており、会
いたくないこと

4. 自分の失敗を隠すために、人前に出
られないこと

問13 「面目を施す」の意味はどれですか？

1. 名誉を保つ、または面目を立てる 2. 周囲の期待に反して、失敗を繰り返
す

3. 世間に対して恥をかき、立場を悪く
する

4. 自分の能力を最大限に発揮して注目
される

問14 「芽を摘む」を正しく使っている文はどれですか？
1. 過度な干渉は子供の自主性の芽を摘
むことになる。

2. 春の訪れとともに芽を摘むのが毎年
の楽しみだ。

3. 庭の雑草の芽を摘むことで綺麗に整
えた。

4. 芽を摘むことで野菜の収穫量を増や
した。

問15 「熱を上げる」を正しく使っている文はどれですか？
1. 彼は最近、地元のサッカーチームに
熱を上げている。

2. マラソンで熱を上げて体調を崩して
しまった。

3. ストーブに熱を上げて部屋を暖かく
した。

4. 料理の火力を熱を上げて強火に調節
した。

問16 思い通りにならず（　）を尖らせる。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 耳 2. 目 3. 口 4. 鼻

問17 この町に（　）を埋めるつもりで移住してきた。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 骨 2. 首 3. 手 4. 足
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答え合わせ・解説

問1 答え 3
身

「身を引く」の「身」の部分が入ります。 意味は「地位や立場から退く、または関係を断
つ」です。

問2 答え 3
この料理は手が込んでいて、非常に味わい深
い。

「手が込む」の正しい使い方は「この料理は手が込んでいて、非常に味わい深い。」です。
意味は「細部まで念入りに作られていて、複雑である」です。

問3 答え 2
意気揚々と議論を始めたが、反論されて腰砕け
になった。

「腰砕け」の正しい使い方は「意気揚々と議論を始めたが、反論されて腰砕けになった。」
です。 意味は「勢いよく始めたことが、途中で弱まってしまうこと」です。

問4 答え 1
二つ以上の事柄を比較して、どちらが良いか検
討する

「天秤にかける」は「二つ以上の事柄を比較して、どちらが良いか検討する」という意味で
す。

問5 答え 1
暗い夜道で背後に気配を感じ、身の毛がよだつ
思いがした。

「身の毛がよだつ」の正しい使い方は「暗い夜道で背後に気配を感じ、身の毛がよだつ思い
がした。」です。 意味は「恐ろしさや不気味さで、ぞっとする」です。

問6 答え 4
見切り

「見切り発車」の「見切り」の部分が入ります。 意味は「十分な準備や検討をしないま
ま、物事を開始すること」です。

問7 答え 3
下駄

「下駄を預ける」の「下駄」の部分が入ります。 意味は「物事の決定や処理を相手に一任
する」です。

問8 答え 4
若手にチャンスを与えるため、ベテランの彼は
身を引く決意をした。

「身を引く」の正しい使い方は「若手にチャンスを与えるため、ベテランの彼は身を引く決
意をした。」です。 意味は「地位や立場から退く、または関係を断つ」です。

問9 答え 1
腕自慢の料理人たちが、自慢のレシピを披露し
合った。

「腕自慢」の正しい使い方は「腕自慢の料理人たちが、自慢のレシピを披露し合った。」で
す。 意味は「自分の技術や能力が優れていると誇ること」です。

問10 答え 4
偽の情報を流して、相手に一杯食わした。

「一杯食わす」の正しい使い方は「偽の情報を流して、相手に一杯食わした。」です。 意
味は「相手を巧みにだまして、ひどい目に遭わせること」です。

問11 答え 3
嵩

「嵩にかかる」の「嵩」の部分が入ります。 意味は「相手を圧倒するような勢いで強気に
出ること」です。

問12 答え 1
恥ずべきことをして、相手に合わせる顔がない
こと

「顔向けできない」は「恥ずべきことをして、相手に合わせる顔がないこと」という意味で
す。

問13 答え 1
名誉を保つ、または面目を立てる

「面目を施す」は「名誉を保つ、または面目を立てる」という意味です。

問14 答え 1
過度な干渉は子供の自主性の芽を摘むことにな
る。

「芽を摘む」の正しい使い方は「過度な干渉は子供の自主性の芽を摘むことになる。」で
す。 意味は「将来の可能性や発展の芽を早い段階で取り除く」です。

問15 答え 1
彼は最近、地元のサッカーチームに熱を上げて
いる。

「熱を上げる」の正しい使い方は「彼は最近、地元のサッカーチームに熱を上げている。」
です。 意味は「ある物事に夢中になってのめり込む」です。

問16 答え 3
口

「口を尖らせる」の「口」の部分が入ります。 意味は「不満や不機嫌な気持ちを顔に出
す」です。

問17 答え 1
骨

「骨を埋める」の「骨」の部分が入ります。 意味は「その土地や仕事に一生を捧げる覚悟
で定住すること」です。


